
3
月
15
日
（土
）管
理
者
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
最
終
日
。

「
青
梅
慶
友
病
院
と
大
塚
宣
夫
」
の
ビ

デ
オ
の
視
聴
後
、
「職
場
環
境
・サ
ー
ビ
ス

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
た
。

職
場
環
境
・
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
「
仕
事
の

報
酬
は
仕
事
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に

目
か
ら
う
ろ
こ
。
同
時
に
介
護
保
険
外
サ
ー

ビ
ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
再
確
認
し
た
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
〈
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
！
〉
で
は
そ
の

営
業
哲
学
に
驚
嘆
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
こ
れ
か
ら
の
リ
ー

ダ
ー
像
と
し
て
、
サ
ー
バ
ン
ト
（
尽
く
す
）

リ
ー
ダ
ー
が
示
さ
れ
た
。
慶
友
病
院
の

「寝
た
き
り
起
こ
し
」の
実
践
な
ど
か
ら
、

枠
に
捉
わ
れ
な
い
発
想
力
・実
行
力
の
重

要
性
を
学
習
し
た
。

研
修
の
最
後
は
事
業
計
画
書
の
作
成
。

そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
て
き
た
計
画
書
を
点

検
し
、
次
回
の
管
理
者
会
議
で
改
め
て
提

出
と
な
っ
た
。

昼
休
憩
に
は
、
講
師
共
々
意
思
統
一
を

深
め
る
た
め
の
昼
食
会
が
開
か
れ
、
交
流

を
深
め
た
。

今
回
の
研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
定
期

的
な
実
施
の
要
望
が
多
く
、
次
回
の
開

催
を
検
討
し
て
い
る
。

ひとりはみんなのために

みんなはひとりのために
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仕事の報酬は仕事!?
自
ら
成
長
す
る
こ
と
が
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
強
化

研修の
様 子

研修3日目の様子。メンバーとの交流も深まり意見交換も闊達に行われた。一同真剣に研修に取り組む。



第3回研修会アンケート結果
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研修全般

講義Ⅰ

講義Ⅱ

大変参考になった ある程度参考になった あまり参考にならなかった 全く参考にならなかった

第１グループ

○ 脇薗 裕子

藤原 志津子

★ 新原 耕治

芦田 光恵

村上 広年

西原 共美

○・・グループリーダー
★・・パネラー

第２グループ

○ 蘆田 恭卓

★ 中川 徹

服部 悦子

小西 両蔵

大塚 絹子

第３グループ

○ 林 有子

苑田 恵子

梶本 克子

山田 恵子

★ 小栗 龍男

久保田 智万

第４グループ

○★花田 芳恵

柿本 助宝

寺尾 建

福地 多美子

高橋 雪

中田 智志

第５グループ

○★山本 寛明

内田 広子

松本 猶喜

稲垣 江里

前田 純徳

質問：次回の研修会に対する
ご意見やご要望をお聞かせく
ださい

足立先生のお話は次回も聞きた
い。次回はグループワーク中心
で実践的な内容を。

例えば新人研修を行い高齢協の
理念等を落とし込んでほしい。

この3回の研修会は新鮮で楽しく
受講できた。

理事長のお話が飽きなかった。
もっと関係を深める上で必要。

中途半端だった。答えは自分自
身の中にあるとのことでしたが、
答えは見つからなかった。

定期的に研修を継続を望む。講
義風だけでなくもっと（今回も
あるにはあったが）小集団活動
による問題解決能力をアップさ
せるような。

次回はより一層高齢協の理念を
皆で確認し、意思統一を図る場
が作られたらいいと思う。

議題を変えて定期的に必要。やっ
と入り口に立てたような気がす
る。

対人援助技術・気づきのスーパー
ビジョン・SST（管理者向き）・
心理学を取り入れた研修会を。

現場の声が届く職場、リーダー
力が本当に求められると思う。

より良い働く場をつくるには相
互関係は大切だと思う。

今回の管理者研修は楽しく大変
勉強になった。次回の研修会に
も期待する。

広いケースからの学びと話がよ
かった。

管理者の任務と役割、部下の育
成などについて再度研修会を持っ
てほしい。もう少しわかりやす
い内容で。

高齢協として介護保険事業をど
う運営していくか具体的に勉強
できる機会があれば嬉しい。

1日ひとつの問題等について徹底
的に話し合い深めていく。そん
な研修会ができればと期待する。

今回の研修で学んだことから何
か具体化できること、またそれ
はどこですべきか？低迷してい
る中でモチベーションを上げる
ためにも、職場作りをしてゆけ
る、皆で共有できるテーマで。

質問：その他

毎日の業務に追われ任務の育成
まで手が回らない。各事業所の
管理者が組織の中での管理者と
は思えません。

管理者としての任務が各セクショ
ンによって異なっている。最低
限するべき任務と方向性を出し
てほしい。

このシリーズで得たものを実践
した例など「高齢者生協だより」
で発表したい。フィッシュのビ
デオは今までにないものでした。
→出来ないかな？

参考資料は多く参考になったが、
高齢協に置き換えて考えた時、
やっぱり理念だとかビジョンが
はっきりとしていないというか、
トップダウンしていないのでと
ても難しいと思う。もっと風通
しのいい職場にしたい。

高齢協の経営理念は何。各事業
所の事業計画も大切だが、高齢
協全体の方向性が今ひとつ出て
いないのでは。

介護保険の枠にとらわれず、自
由契約のサービスの拡大が必要
と痛感した。

個々の意見が直に本部に届く正
式な仕組みを作る必要がある。
とりわけフィッシュのビデオが
一番感動した。陽気で楽しく仕
事をするのは自らの心の問題で
ある。

事業計画のより具体的な作成方
法を学ぶ機会を増やしたい。

管理者について今ひとつ果たせ
ていないので困っている。

現場の声が組織に反映しますよ
うに。

実践と理論の統一に努め、事業
所・高齢協の再建に生かしたい。

職場のモチベーションとやりが
いに繋げることが高齢者に対す
る支援、つまり最期までその人
らしく生きることが出来るとい
う人生の豊かさ満足度と同じと
ころに視点があるという気づき
をいただいた。ポジティブ志向、
快の気持ちをキープできる職場
でありたい。

高齢協のトップの考えがわかる
ようにしてほしい。トップの気
質が企業の体質になると思う。

管理者の重責に耐えられないか
も。

現状の維持では行き場がなくな
り全てがとまってしまう。思い
切った策を導入していただきた
い。職員が「それならばここで
働き続ける」というように。

高齢協を広く市民に知らせてゆ
くことについて検討してみては
どうでしょうか。利用者、出資
者の増加のために。

生協法が変わります。生活支援
事業が始まります。学習会が必
要ではありませんか？

研修アンケート

回答コメントの紹介

パネルディスカッション：「慶友病院から学ぶリーダーシップと職場変革の教訓」についての発表の様子


